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原　著
祈りとスピリチュアリティ
―それぞれの作用と相互の関連性をめぐって―
梶　原　直　美＊1
要　　　約
　祈りとスピリチュアリティの関連性について，宗教的な側面はキリスト教の思想を確認しながら，
考察を行った．祈りに関しては，懇願（Petition），告白（Confession），執り成し（Intercession），
賛美と感謝（Praise and Thanksgiving），崇敬（Adoration）の5つの側面から，内容にアプローチし
た．そして，スピリチュアルケア実践者でもある2人の研究者の，スピリチュアリティに配慮したケ
アのあり方に対する見解について考察し，そこから，関わりにおける祈りのあり方を検討した．その
結果，以下のことが明らかとなった．1. 祈りは，スピリチュアリティおよび宗教性に導かれて捧げら
れるスピリチュアリティおよび宗教性の表現である．2. 祈りは，超越者との関わりであるがゆえに，
手段に終わらずそれ自体が目的である．3. 祈りには，言葉にさえならない心の深淵が含まれるが，超
在者にそれを向けるとき，働く力がある．それがスピリチュアリティの持つ力である．4. 祈りの実践
は，スピリチュアリティの働きを解放し，それの働く場を与える．
１．緒言
　「スピリチュアリティ」は，近年，宗教学や医療
福祉学分野のほか，教育学，倫理学，経済学の分野
においても研究対象とされるようになった．たとえ
ば，2003年に湯浅泰雄監修のもと，宗教，倫理，倫
理面に焦点を当てた論集が出版され1），さらに2014
年から2016年にかけては，同編者によって「講座ス
ピリチュアル学」が刊行されている2-5）．医療福祉学
分野では社会福祉と宗教との関わりを視座に据え，
社会福祉とスピリチュアリティについて，その課題
も含め，歴史的に論じる研究がなされている6）．ま
た，経済学分野でも，英語圏の議論を基礎に置き，
企業のあり方の変化を提示するとともに，スピリ
チュアリティの道具化を批判する研究が提示されて
いる7）. これらの研究は，互いに異なるそれぞれの
分野のなかに「スピリチュアリティ」という語にお
いて共通する要素が含まれているということを示唆
するのであり，たとえばそれは，人間存在の深遠に
横たわっているものを言い表そうとする姿勢に見て
取ることができる．このなかで，とくに「ケア」と
いう文脈での研究が盛んになされている．これにつ
いては，窪寺俊之や島薗進らの研究を挙げることが
できる8, 9）．
　「ケア」の対象者は，ケアを必要とする何らかの
課題を抱えている．それは，身体上の，精神上の，
あるいは社会生活を営む上での困難さである．それ
のみならず，霊的な，つまりスピリチュアルな課題
も認識されるようになっている．それは，WHO が
「スピリチュアリティ」を健康の概念に含むことを
検討している10）事実にも反映されている．医療や福
祉は，専門家をとおしてこれらの困難に直接的なア
プローチによって解決を試みるが，ケア対象者や近
親者などその周辺の人々は，この困難にさいして，
たとえば健康の回復を求め，心の安らぎを求め，あ
るいは状況の改善を求めて，様々な祈りをささげる．
この「祈り」という語を，われわれは日常のなかで
も頻繁に目にし，また耳にする．
　Magazine Plus で「祈」という語を検索すると，
2017年の一年間において，166件が収集された．こ
こに示されている祈りの内容は極めて多様である．
また，宗教の知識がほとんどない多くの人々にも，
息詰まって無力さを感じるような窮状のなか，「祈
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るしかない」，「祈るような思いで」といった表現に
よって，いっそう祈りという行為への依拠が看取さ
れる†1）．人々はなぜ祈り，またその祈りは何をも
たらすのか．
　本稿では，人間の生の歩みのなかに様々なかたち
で表れ，また体験される「祈り」という具体的な行
為について，とくにスピリチュアリティとの関連に
おいて提示することを試みる．祈りの内容は身体的，
精神的，社会的なものであっても，祈る行為そのも
のは，人間の霊的な側面，スピリチュアリティと関
わっているのではないかと考えるからである．すな
わち，この考察により，とくに深い苦悩のなかでさ
さげられる祈りが，身体，精神レベルとは異なる霊
的な次元で，実際に人間を支えるものであるのか否
かを明示し得る．
　祈りとスピリチュアリティをテーマにした国内の
これまでの研究は，特定の宗教的な祈りに含まれる
スピリチュアリティ，スピリチュアルケアと祈り，
スピリチュアリティへの希求が含まれている宗教者
の祈り，そして人間の願いの根源としての祈りのあ
り方，などに焦点が当てられたものとなっている．
　たとえば，特定の宗教的な祈りに含まれるスピリ
チュアリティについては，日本人が老いと死に向き
合うさい，古来親しんできた仏教の念仏がキリスト
教の祈りと調和しスピリチュアリティが支えられる
ということを，井上洋治の「南無」理解を手掛かり
に論じる研究が挙げられる11）．また，スピリチュア
ルケアと祈りをめぐって，仏教の立場から，ケアに
おける祈りのありかたと機能について論じている研
究が提示されている12）．さらに，スピリチュアリティ
への希求が含まれている宗教者の祈りについては，
キリスト教思想家ラインホルト・ニーバーのものと
推測される祈りについて，社会福祉への意味と可能
性を論じる研究などが挙げられる13）．そして，人間
の願いの根源としての祈りのあり方に関して，ユタ
の語りをもとにささげられる平和の祈りなどの例か
ら，沖縄における平和祈願の文化的基盤を考察する
研究が報告されている14）．
　他方，米国では，スピリチュアリティの研究のみ
ならず，祈りの影響を測る実証的な研究も散見する．
近年では，121人のユダヤ教女性を対象とする研究15）
や，81人のキリスト教徒を対象とした感謝の祈りと
スピリチュアリティとの関連を量る研究16）などがな
されている．米国におけるスピリチュアリティと祈
りに関する研究からは，双方の関連性を提示するこ
とも期待し得るであろう．本稿は特定の宗派におけ
る祈祷観研究ではないが，言及する米国の研究のほ
とんどはキリスト教を背景としているため，とくに
宗派的に極めて独自の内容でないかぎり，適宜キリ
スト教の祈りに関する文化や研究を参照することと
する． 
２．「スピリチュアリティ」の理解
　まず最初に，「スピリチュアリティ」という語に
ついて，そこに認識されてきた内容と，本稿での理
解について述べる．
　この語の定義づけの困難さは従来認識されてき
た．安藤17）は，「スピリチュアリティ」という語が，
日本においては1990年代から宗教とは異なったかた
ちで用いられるようになり，そのさい，様々な分野
から異なるアプローチがなされてきたことによって
「スピリチュアリティ」の語義の統一が困難となる
状況に及んだことを指摘する．そしてその分野とし
て，ケア実践という文脈においてこの語を用いる立
場と，提示されている語義のメタ分析によって概念
の探究をおこなう立場とを区別して挙げ，さらに前
者を，全人的立場でアプローチする医療・福祉・教
育・心理分野の実践的研究者，宗教社会・宗教心理
学分野の研究者，宗教に台頭するものとしての運動
の主唱者の三種類に分類している．
　このうち，ケア実践者の立場からスピリチュアリ
ティにアプローチする窪寺は，スピリチュアリティ
の語源を，「スピリット」（霊）として聖書の語源に
見出し，このスピリットを，「神が与えた『自己認識』
の手段」であり「人と人との関係を支えているもの」
と理解している．そこから，スピリチュアリティを，
「人生の危機に直面して『人間らしく』『自分らしく』
生きるための『存在の枠組み』『自己同一性』が失
われたときに，それらのものを自分の外の超越的な
ものに求めたり，あるいは自分の内面の究極的なも
のに求める機能である」と説明している（pp. 5-8）18）．
ここには，自分を超えた存在が，自分の生の歩みと
根本的に関わっているという理解が窺える．
　本稿は，祈りとの関連でスピリチュアリティの働
きないしは意味について提示するのが目的であるた
め，この語が示す内容を，あまり限定せず広義に理
解し，「超越者から人間に与えられた，人間を生か
すものとしての霊の性質」，と理解する．
３．「祈り」の一般的理解とその影響
　「祈り」という語を，われわれは日常的に頻繁に
使用する．「お祈り申し上げます」という書面上の
定型句は，具体的に「祈る」という身体的行為その
ものを表現することよりも，むしろ，祈るという行
為の根底にあるであろう主体的な心性を言い表し，
相手の幸いを願う表現となっている．ここでは，こ
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表1　一般的な祈りの側面（Hamman）22）の分類に基づいて
の行為が事実なされるか否かが問題視されることは
なく，むしろその不確実な曖昧さのなかにあって，
相手を慮る思いのやりとりがなされる．
　しかし，何をもって祈りとするのか自明ではない．
祈りは，スピリチュアリティと同様に，宗教という
文脈においてなされることもあれば，宗教とは関係
なく捧げられることもある．また，その方法と祈る
内容についても多様な作法が存在する．さらには，
祈りの目的ないしその結果についても様々な理解が
みられる．
　たとえば旧約聖書のなかでは，困窮のなかで，喜
びをもって，あるいは深い悔悟の念とともに，日常
のなかで祈りが捧げられている．とくに詩編には，
率直な言葉をもって告白する王ダビデの祈りが多数
収められている．新約聖書（ルカ11,1-4）19）では，イ
エスの弟子たちがイエスに「祈りを教えてください」
と願う場面がある．それに対して，イエスは「主の
祈り」を教示した．これは「お父さん」という親し
い呼びかけに始まる短い文言からなり，今日に至る
までキリスト教界で継承されている祈りである．同
じく新約聖書（Ⅰテモテ2,1-2）19）のなかでは，「願い
と祈りと執り成しと感謝とをすべての人々のために
ささげなさい」と述べられているが，次の節に，こ
れは「常に信心と品位を保ち，平穏で落ち着いた生
活を送るため」であると説明されている．
　現在，祈りは一般的に，神，神々，超越的な領域，
または超自然的な力との，人間によるコミュニケー
ションの行為であり，すべての宗教で常に見られ，
多様な形式や技法を用いた共同のまたは個人の行為
として理解されている20, 21）．Hamman22）はその祈り
の内容として，懇願，告解，執り成し，賛美と感謝，
崇敬という5つの側面を挙げており†2），本稿もこれ
に基づいて，祈りの実践について考察する．
　ここではまず，祈る内容に焦点を据え，現在一般
的に捧げられる祈りの理解について提示する．
３. １　懇願（Petition）
　懇願とは，自らの必要性に基づいて願い求めるこ
とである．Heiler23）は，素朴な人々の内発的で自由
な懇願の祈りがあらゆる祈りの原型であり，それは
古代の民族にもっとも純粋なかたちで見られると述
べている．われわれが日常のなかで「祈りが聞かれ
る」といった場合，この種の祈りが想定されること
が多く，その意味でも，これはもっとも理解しやす
い，身近な祈りであると言える．ケアの対象者の場
合，ケアされるべき必要性，すなわち，傷病や苦痛
からの回復を願うなかで，「この状況はよくなるの
か？」という問いは，切実である． 
　このような一般的な懇願については，米国での研
究が注目に値する．Dossey24）によれば，1872年に
祈りの影響に関する研究がなされ始め，1960年代に
は複数の研究が発表されている．以後，このような
研究が米国で急増し，同国では1997年の時点で約3
分の1の成人が医療を受けるさい，代替医療のみな
らず祈りも治療法に加えていることが，McCaffrey 
et al. 25）によって報告されている．ただし，実際に
祈りとして捧げられたそのような懇願が現実に反映
されるか否かについては，否定的な結果も報告され
ている26）．
３. ２　告白（Confession）
　ここでの告白とは，神の前に信仰を告白すること
と，神の前に罪を告白することとの両面を含む．信
仰を告白することは，自らに忍び寄り，虜にする悪
魔を放棄することにつながると考えられている．ま
た，罪の告白は「告解」としてローマ・カトリック
における七つの秘跡の一つにも含まれており，そこ
で自らの罪の深さに気付くとともに，許しと救いが
約束されている22）．この例としては，詩編において
イスラエル王ダビデがささげている罪の告白が挙げ
られる．
　この祈りに関しては，2013年に，Vasiliauskas & 
McMinn27）によって，許しのプロセスへの，罪の告
白の祈りが及ぼす影響に関するの研究が報告されて
祈りの側面 祈りの側面に含まれる内容 
懇願（Petition） 願望実現の要求 
告白（Confession） 罪の告白，ゆるしの希求 
執り成し（Intercession ） 他者のための懇願 
賛美と感謝（Praise and Thanksgiving） 現実の享受，信頼 
崇敬（Adoration） 驚き，感動，畏怖，依存 
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いる．しかしこれによると，許しと祈りの関連に関
する研究は進んでおらず，このほぼ初めての試みも，
結果を明示するには至っていない．しかし彼は，ケ
アにさいして，祈りとしての瞑想が許しを促進する
と同時に，特定の宗教的ないしスピリチュアルな実
践もまた許しを促進するのに役立つという点を重視
した．そして，ケアの提供者に対し，困難な許しの
プロセスにおいて患者と共にいること，また，その
前提としての宗教的ないしスピリチュアルな経験に
関する理解を深めることを求めている．
３. ３　執り成し（Intercession）
　三つ目の「執り成し」とは，他者のために，ある
いは他者に代わって祈ることである．この祈りは洋
の東西を問わず，古代から捧げられてきた22）．これ
は，先の懇願と同様，得たい結果を求めて捧げられ
る祈りであるが，その結果を得るのは自身でなく他
者である．病気治癒は，患者やその家族にとってし
ばしば深刻な願いとなる．このような治癒への願い
が，日常のなかでは祈りとして理解されているとお
りである．
　執り成しの祈りの結果に関する研究は，とくに宗
教活動による医学的効果をめぐって28），複数なされ
ている．被検者はプラシーボの影響を受けないよう
に工夫され，実際に祈られたことによってどのよう
な影響が現れたか，つまり，その治癒に対する祈り
の効果を明示しようとする研究も散見する24）．前述
の Dossey の研究は，執り成しに類する祈りの影響
を観察するものが主であり，1997年に，100以上の
文献に基づく諸研究者のデータから，疾病と祈り，
とりわけ執り成しの祈りとが密接に関係しているこ
とを主張している29）． 
３. ４　賛美と感謝（Praise and Thanksgiving）
　古代，人間を圧倒する自然の現象にさいして，そ
の創造主に捧げられたのが，賞賛の祈りとしての賛
美である．この賛美には，感謝が伴っている．そし
て，それらの根底にあるのは，超越的な存在の承認
であり，受容であり，信頼である．これもまた，詩
編のなかのダビデの祈りには多数見られるものであ
るが，たとえば，今日ささげられている食前の祈り
は，日常のなかで与えられているものと，与えられ
ているという事実に関する感謝の表現である．ゆえ
にこれは，捧げものの提供につながる22）．
３. ５　崇敬（Adoration）
　自らを明かす超越者のもとで，崇敬はしばしば恐
怖，驚き，喜びの叫びとしての身体表現を伴いつつ
ささげられる，最も崇高な祈りの形態とされる．賛
美とも類似しているが，ここではひれ伏したり，跪
いたり，手をあげたりする動作とともに，超越者に
対する服従，従順が表現される．この祈りのなかで
も最高の様式は聖なる沈黙であり，聖なる者との出
会いへの応答と考えられている22）．
　Heiler は，祈りの要素のひとつとして「依存感情・
確信・服従の表明」を挙げ，依拠し得る存在として
の神との対峙のなかに揺るがない平安を獲得する状
態そのものとして理解している23）． 
　また，ここには，「聴く」という態度も含まれる
であろう．旧約聖書に登場する幼少期のサムエルは，
「どうぞお話ください．しもべは聞いております」
（サムエル記上3,10）19）と神に応えた．この，積極
的な受動性は，神への信頼のもとに表される受容性
と言える．
３. ６　その他の内容
　祈りの代表的な5つの側面は表1のとおりである
が，祈りの方法や祈りに関する意識づけは，時代と
ともにある程度変化している．現在，沈黙やセンタ
リング，瞑想30）やマインドフルネス31）が，とくに精
神衛生や健康との関連において注目されている†3）．
瞑想の祈りに関する研究は，その効果を測る目的で
数多くなされている．
　これらのなかには，Cebolla et al.32）や Kaldor et 
al.33）による研究などのように，結果に対する否定的
な報告もある．これらは瞑想に随伴する危険性を警
戒するものである．実際に白隠禅師の例のように，
瞑想には古くから「魔境」と呼ばれる状態が認識さ
れてきた．近年では，たとえば辻村公一が，その分
析と共に自らの体験として「魔境」について報告し
ているとおりである34）．
　しかし，概して肯定的な結果を提示するものが多
い35）†4）．とくにマインドフルネスに関しては，情動
や感情の調整に有効であるとの報告が増加しており36），
認知機能の向上によるうつ病患者への有効性や37），
薬物依存患者への有効性38）を示す研究も見られる．
このような結果が，これらの祈りに期待されている．
　また他方，以上のような沈黙やセンタリング，瞑
想やマインドフルネスなどの祈りには，自己を超越
する存在との出会いが期待されている場合も少くな
い．たとえばビザンティンの霊性を代表するヘシュ
カズム39）など，観想や静寂を重んじる祈りは，時代
を超えて宗教としても守り続けてこられたものが多
い．長い歴史のなかで独自の作法を持つこの祈りは，
神性への憧憬に裏打ちされた懇願とも理解し得る．
４．祈りとスピリチュアリティ
　以上，実践的側面から祈りについて述べてきた．
これらの祈りには，祈りをいわば手段として結果に
期待するもの（懇願，執り成し），祈るという行為
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そのものが目的であるもの（賛美・感謝，崇敬），
双方併せ持つもの（告白），がある．もちろん，こ
れらの祈りは完全に異なるものではなく，境界線が
明確なわけでもない．しかし，そのような傾向を見
ることは可能である．そしてこれらの祈りには，何
かを願い求める性質と，感謝の思いを表現するとい
う性質が含まれている．
　このような性質に鑑みつつ，この項では祈りとス
ピリチュアリティとの関連性について考察したい．
４. １　求める祈りとスピリチュアリティ
　たとえば，Alcon et al.40）は，末期がん治療中のほ
とんどの患者たちが，宗教上の所属も含めた属性に
関係なく，信念，コミュニティ，変容，対処，実践
それぞれの宗教的ないしスピリチュアルな側面に関
して，同じく宗教的ないしスピリチュアルな援助を
求めたことを明らかにしている．祈るという行為の
必要性も同様に高く，ここに，祈りが，宗教的ない
しスピリチュアルな援助として重要である可能性が
提示されている． 
　前述の祈りの側面で，執り成し，またある種の瞑
想には，懇願という性質が含まれることを確認した．
とくに執り成しに関しては，ケアを必要とする多く
の者にとって非常に重要な祈りであるが，ここにお
いても祈りにみられる宗教性ないしスピリチュアリ
ティが重視され，執り成しの祈りが宗教者のみに任
されるものではなくなったことが指摘される41）． 
　また，瞑想的な祈りは，太古より，超越者ないし
至高者としての神と出会い，神によって満たされ，
神と合一することを目指して行われてきた．その神
秘体験のなかで，人は世界と自己を脱して神の威光
の前に立ち，一方で神の偉大さを，そして他方で自
身の貧しさや無意味さを，双方の間隙において体験
する．この超越者の前で得られる法悦と忘我は，非
常に宗教的なものである．
　さらに，崇敬に関しても，聖書には以下のように
書かれている：「静まって，わたしこそ神であるこ
とを知れ†5）．」（詩編46編10節：口語訳）19）この言葉
は，「神はわたしたちの避けどころ，わたしたちの砦．
苦難のとき，必ずそこにいまして助けてくださる．」
（詩編46編1節）19）から始まる文脈に置かれ，神の力
の偉大さ，神の存在，そして神が助けをもって介入
する存在であることが述べられている．その存在の
圧倒的であることを知るとき，人間は騒ぐ心から語
る言葉を持たず，沈黙をもって神を称えるのである．
　このように，祈りと宗教性ないしスピリチュアリ
ティとは切り離すことができない．なお，スピリチュ
アリティについて，宗教ではないとの理解も見られ
るが，本稿で述べる宗教性とは宗教の組織を指すので
はなく，人間に備わっている宗教的な本性を指す42）†6）．
Eliadeが人間について“homo religiousus”と述べた，
普遍的な性質である43）†7）． 
　Heiler23）は祈りを，「『あらゆる宗教の』核であり
中心であり，そこに真の『宗教的原形』を見ること
ができる」と述べている．この超越性への信頼こそ，
宗教の根本を表しているということである．棚次44）
もまた，ユダヤ教，キリスト教，イスラム教，ヒン
ドゥ教，仏教や民族宗教などに触れながら，宗教者
の祈りが宗教経験の原点をなすものであり，絶対者
との統一の確認に関わっていると述べているが，の
ちには，「祈り」の語源から祈りを「生きること」
と解釈し，「特殊な宗教者が特殊な機会に行なう特
殊な宗教的行為であるよりも」人間の自然本性に由
来する行為とも理解している45）．これは，祈りにお
ける宗教性の否定ではなく，むしろ，人間の自然な
本性に宗教性が含まれており，そこから祈りが捧げ
られる，という認識であると考え得る．
　このように，何かを求めて祈りを捧げるとき，求
める内容を問わず，切実であればあるほど宗教性が
顕在化するのであり，それは自己を超えた他者なる
超越者と関わろうとする本性に基づくものであると
言える．
４. ２　感謝の祈りとスピリチュアリティ
　なお，賛美と感謝にもまた，宗教性を見ることが
できる．ここでは，感謝が祈りであるということを
如実に示す興味深い事例に関する伊藤46）の報告を提
示する．
　伊藤は，家庭内での暴力行為を繰り返す中学2年
生のカウンセリングのなかで，「僕の家にないのは
祈りです」との告白を聞くに及んだと述べている．
その契機は以下のとおりである．少年はあるとき，
「神様のおかげだ」と手を合わせて感謝をささげる
親が存在することを知り，自らの両親にはそのよう
な祈る姿が一度も見られなかったことに気づく．そ
して彼は，「傲慢で，横暴な態度をとりつづけてい
る両親を許せなかった」（pp. 34-35）．
　この少年が「僕の家にない」と語ったこと，すな
わち，彼が家に欲したものが「祈り」であった．物
質的には豊かな生活のなかで，与えられている現実
への感謝の欠落が，彼には耐え難かったのである．
ここには，自分たちに一方向に向けられている関係
性を，それに応えることで真の関係性に築いていく，
ということへの欲求であるとも言えるであろう．
　ここで伊藤は「スピリチュアル・コンヴァージョ
ンは契機を待って，恰も意表を衝くように起こる．
それまで本人がよしとしてその価値を信じて疑わな
かった事物や事柄の一切が，無意識に転じ，立って
70 梶　原　直　美
いた底が抜け落ち，一瞬，宙に浮くが，その不安定
な状態を支える基盤が現れる．その基盤は ･･･ 自分
とは関わりのないものとして問題外にあったもので
ある．それが一瞬にして反転し，自分の生きる，そ
して死ぬ基盤となる―それがスピリチュアル・コン
ヴァージョンの基盤と言ってよい．」（p. 42）と述
べている．
　ここで重要なのは，感謝の内容ではなく，感謝を
捧げる相手の出現であろう．超越者との垂直で相互
に関わりあう関係性というパラダイムシフトによっ
て彼の世界は変化し，一方向の閉塞的な価値観のな
かには収まらなくなった．その危機感が，スピリチュ
アル・クライシスとして，彼に自覚されたのではな
いか．そしてこれがスピリチュアル・コンヴァージョ
ン，つまり霊的な転回，精神の深みにおける変容に
つながったと考えられる．
　このようなスピリチュアリティの転換は，感謝の
祈りをとおして自覚された宗教性への欠乏感をとお
して生起したのであり，ここに，祈りと宗教性とス
ピリチュアリティの関連性におけるダイナミズムを
見ることができる．
５．スピリチュアリティと祈りの実践
　では，現実のなかで，祈りは人間のスピリチュア
リティに対して何をなし得るのか．ここでは，長らく病
床でのスピリチュアルケア実践に携わった窪寺18, 47）と，
ソーシャルワークを専門とする Dudley48）の理解を
もとに，考察したい．
５. １　苦境と祈り―窪寺氏の研究から
　たとえば大きな苦悩を前にするとき，人はその意
味を問わずにはいられない．窪寺18）は，そのような
病苦，とくに生命の危機に直面した人には，もはや
役立たなくなった既存の力の代わりに，それを超え
る存在が必要であることを主張する．また，そこで
はスピリチュアリティの覚醒が生じ，その前提に，
祈り，とくに執り成しの祈りが必要であることを指
摘する．それは，その人自身の「神」を見つけ，直
面する問題に対応するためである．
　窪寺47）はさらに，この側面への援助のあり方を「ス
ピリチュアルケア」と述べ，スピリチュアルケアと
しての「執り成し」の祈りについて論じる．ここで
は，患者が求めるものが，以下の8項目として提示
されている．すなわち，１．病気の治癒，２．痛み，
苦痛の緩和，３．生きる意味，苦痛の意味を見つけ
ること，４．心の平安，安心，希望への希求，５．安
楽な死，苦痛のない死，６．遺される人たちの安全，
健康，生活保障，７．職場への復帰，８．家族の和
解，である．そして，Kirkwood49）と Hiltner50）の例
から，執り成しの祈りは治癒のための魔術的操作で
はなく，患者の必要性に応じ，患者のスピリチュア
リティに沿って捧げられ，神への仲介のもと，患者
の苦痛を軽減するものでなければならないと述べて
いる． 
　また，ケアの提供者には患者に寄り添う姿勢が重
要であり，苦痛や希望の共有，超越者に直面するこ
とへの援助，自身の内面と直面することへの援助，
そして，無力な自身への肯定と希望に向けた援助の
必要性を説いている．その根底には，優しさ，感性，
信仰，言葉を持つケア提供者の愛に裏付けされた信
頼関係が不可欠である． 
　以上のように，ケアの提供者に求められるあり方
は，執り成しの祈りを捧げる者に象徴される内容と
して理解され，その執り成しとは，治癒という結果
にのみ焦点が据えられるのではなく，患者のスピリ
チュアリティへの配慮をもっとも重視する態度とし
て考えられている．
５. ２　 スピリチュアルな介入方法としての祈り―
Dudley の研究から
　Dudley48）はソーシャルワークにおけるスピリ
チュアルな介入について論じているが，その介入に
ついて患者次第で宗教的にも非宗教的にも適用可能
であると考え，方法としての祈りについて述べてい
る．ここでの「スピリチュアルな介入」とは，「援
助プロセスに導入されるスピリチュアルな焦点を
もってなされる行為」（p. 206）のことである．
　Dudley48）は，このスピリチュアルな介入の方法
として，マインドフルネス，瞑想，イメージによる
隠喩や聖なる魔法の輪（Medicine Wheel）などの
聖壇，そして祈りを挙げている．彼によると，祈り
も瞑想も高次の力との関わりへの努力であり，両者
は似ているが，患者がそれらをどう思うのかを確認
する必要がある．そして，多くの患者が，あなたは
祈るのか，わたしのために祈ってくれるか，わたし
と一緒に祈ってくれるか，と問うのであり，実際に
2012年の調査が，米国において76% の人々が日々
の生活の中で祈りを重視していることを指摘してい
る（p. 219）． 
　Dudley48）は，日常的な祈りについて言及するさ
い，前述の Hamman22）の挙げた祈りの5つとまった
く同じ側面を挙げている（pp. 220-224）．以下には，
その祈りの側面の5項目に基づいて，Dudley48）に特
有の祈禱理解を提示する．
　まず，最初の「懇願」については，必要とするも
のを神ないし超越者に向ける，日常のなかで最も一
般的な祈りと理解されている．そして，聖書を根拠
に，恐れずに求めることを奨励するとともに，その
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人自身の要求を超えて，その懇願から，神が望んで
いるものを探すよう留意することが勧められる．
　二番目の「告白」については，自らの不適切な行
為を認める，宗教的にポピュラーな内容の祈りであ
り，具体的であればあるほど，大きな力になると理
解されている．
　三番目の「執り成し」は，他者，とくに親しい他
者のためによく使われる，助けとしての祈りであり，
他者の力が加わる分，一人の祈りよりもパワフルで
あり得る．祈り手が自分自身の祈りや固執している
内容から離れ，祈っている人にただ集中するときに，
より有効となる．ここでは，祈りが病気を克服ない
し改善することも報告されている．ただし，執り成
しの成果は，祈られる人々が苦悩や不正義の痛みの
なかで成長することであり，Dudley48）は，この気
づきこそが彼らを助けると考えている．
　四番目の「感謝」は，内発的にも意図的にも捧げ
得る祈りであり，否定的な情緒のときも，自分たち
が恵まれていることや，人生には肯定的・否定的な
両面があることへの気づきの機会となる．また，こ
の祈りにより，現状への適応を多少容易にさせるこ
とも可能である．
　最後の「崇敬」は，様々な契機で生じた，世界の
美しさおよびその出会いに喚起された畏怖であり，
否定的な感情や自己否定感を持つ患者に有用である
と理解されている．
　以上のように，Dudley48）の祈祷理解には，超越
者の存在と，その超越者の位置から自らへとベクト
ルを向け直した自己認識が大きな意味を持っている．
５. ３　超越者との関わりとしての祈り
　窪寺18, 47）と Dudley48）の研究に共通するのは，ケ
アという文脈である．そのなかで窪寺は，執り成し
手としてのケア実践者のあり方を提示していた．執
り成しは誰かのために，その人に平安や幸福が獲得
されるよう，不足や欠乏を埋めようとする祈りであ
る．そして，このプロセスのなかで，スピリチュア
リティへの配慮，つまり，その人のスピリチュアリ
ティが覚醒し，解放され，真の意味でその人らしい
歩みを回復できるような援助が提案されていた．
Dudley48）もまた，スピリチュアリティに視点を据
えた援助を提案しており，それは，超越者を視野に
据えた見方が涵養されることを期待するものでも
あった．
　両者に共通するのは，何らかの苦痛を抱える現状
そのものを変えることが目的なのではなく，その人
自身が最も自分らしく，豊かな時を過ごせるような
援助を重視している点であり，その人が超越的な存
在への関わり方を選択できるよう，スピリチュアリ
ティに配慮することであると言えるであろう．
　なお，幸福感の違いは祈りを向ける超越者の自分
との関係をどのように意味づけするかによって幸福
感が異なるという研究結果が，Whittington & Scher51）
によって提示されている．彼らは，祈りと幸福感の
関連性を研究したさい，祈りの種類によって心理的
な影響が異なるということを報告している†8）．そ
して，幸福感を増した祈りは自我による囚われが比
較的弱く，他方，否定的な余韻を残した祈りは，自
我がより強く焦点化されていたことに気付いた．
　ここで，イエスのゲツセマネの祈りに言及したい．
イエスは，迫りくる死を前に，「父よ，できること
なら，この杯をわたしから過ぎ去らせてください．
しかし，わたしの願いどおりではなく，御心のまま
に」（マタイ26,38）19）と，死なないで済むようにと
の自らの願いを切実に告白しつつも他方で神の意向
に従おうとする．この後，「父よ，わたしが飲まな
いかぎりこの杯が過ぎ去らないのでしたら，あなた
の御心が行われますように」（マタイ26,42）19）と，
祈るプロセスのなか，葛藤をとおして祈りそのもの
が変えられ，自らの願いと反対であっても神の意志
に従うことを選ぶのである．
　祈りは，自我の欲望を捨てる，あるいはその解消
のプロセスであるともいわれる44）．その視点から見
ると，眼前の利益にのみ焦点を当て，それを懇願す
る祈りは，もはや祈りを逸脱していると言えるのか
もしれない．
　先に見たように，イエス自身は物質的なものを求
める懇願を排除しなかったが52）†9），欧米に大きな影
響を与え続けてきたその歴史のなかで，キリスト教
は，物質的なものを非物質的・霊的価値に従属する
ものとし，祈りの目標の中心から除外していった．
宗教的にいっそう霊的な目標が据えられることによっ
て，懇願する内容もまたいっそう霊的になった20）．
　このようなことは，キリスト教のみならず，多く
の宗教に言えることである．棚次45）は仏教理解の立
場から，祈りが「神仏への請願や懇願」（p. 8）で
あることについて注意を喚起するとともに，「まじ
ない，念力」（p. 9）および「心の内なる出来事」（p. 9）
も除外する．祈りの重要性は絶対者との関係の再認
識や自覚にあるのであり，これによって祈る人自身
のあり方が変容し，絶対者の働く場へと変化すると
考えられるからである． 
５. ４　うめきとしての祈り
　それにも拘らず，多くの人々は利益を求めて祈る．
祈った内容が実現するか否かという研究が多くなさ
れていることも，そのような率直な関心が根底にあ
るからであろう．他者の利益を求める内容の執り成
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しの祈りでさえ，それを叶えたいという願いは自ら
の思いであり，自らに生じた願望である．他者への
執り成しも含めて，乞い求める懇願は，通常，自ら
にとって何らかの利益を求める祈りである．
　前の項で確認したように，自我に囚われ利己に奔
るのは，厳密な意味での宗教から見れば，祈りでは
ないかもしれない．しかし，その通俗的な懇願を捧
げるときにその人が持っているのは無力な自己への
眼差しであり，無力さと欠乏の自覚である．その貧
しさを抱えて，自らを超えた拠るべき者のところに
思いを告白する，つまり懇願することは，その前提
として超越的な何者かの存在を認め，しかもその存
在が唯一，無力さの反対側に位置し得る者であると
いうことを認め，その相手と自己自身に対して，無
力で卑小な自身の姿を無防備にさらけ出すことを意
味するのではないか†10）．
　新約聖書には，以下のような記述がある．「同様に，
“霊”も弱いわたしたちを助けてくださいます．わ
たしたちはどう祈るべきかを知りませんが，“霊”
自らが，言葉に表せないうめきをもって執り成して
くださるからです．人の心を見抜く方は，“霊”の
思いが何であるかを知っておられます．“霊”は，
神の御心に従って，聖なる者たちのために執り成し
てくださるからです．」（ローマ8,26-27）19）どのよう
に祈るかさえわからない人間に対して，霊は，言葉
にならない祈りとしての「うめき」によって，その
人間のために，その人間の思いを，神へと仲介する．
言うまでもなく，キリスト教において，この聖霊と
はスピリットのことであり，聖霊は三位一体の神，
超越的な存在とされている．聖霊は，人間が祈ると
いう方法にさえ辿り着かない場で，その人さえも言
語化できない思いを汲み上げ，神に繋ぐ．これが聖
霊の行う執り成しとして理解されている行為であ
る．ゆえに，語る言葉さえ持たない無力な人間が自
ら超越者の前に出るとき，スピリチュアリティはそ
れを祈りにするのではないか．
　以上，ここでは聖書の内容を例に挙げて考察した．
スピリチュアリティ，霊性は，人間の内側にある宗
教性に働き，人間と超越者との関わりを仲介し，祈
りという対話を助ける機能を持つと考えられる．そ
うして捧げられる祈りもまた，スピリチュアリティ
が自らの内にいきいきと息づくことを援護するもの
として働くであろう．
６．まとめ
　以上，スピリチュアリティとの関連において祈り
の考察を行った．ここで明らかになった点について，
まとめて述べることにする．
　一般的に，祈りはおもに，懇願，告白，執り成し，
賛美と感謝，崇敬という側面からとらえることがで
きる．それぞれの側面に特徴的な人間のあり方につ
いては，以下のとおりであった．
１． 懇願の祈り：人間には，自己の利益を求め，そ
のために現実のあり方とは異なる状況を望み，
それに強く固執することがある．
２． 告白の祈り：人間にはゆるされたい切実な思い
があり，自らを語りたいと願うことがある．
３． 執り成しの祈り：人間には，自らの益を意図す
ることなく，他者のために幸いを願わずにはい
られない思いがある．
４． 賛美と感謝の祈り：人間には，現実をありのま
まに受け止め，そこを生きようとする受容的な
思いがある．
５． 崇敬の祈り：人間には超越的なものを求めずに
図1　スピリチュアリティおよび宗教性の表現としての祈り
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はいられない宗教的な思いがある． 
　これらすべての祈りは超越者の存在を前提とす
る．人間が意識的または無意識的に祈りを捧げるこ
とは，スピリチュアリティの働きであり，祈りの実
践はまたスピリチュアリティの働きを促す．
　そして祈りとスピリチュアリティに関する最終的
なまとめとして，以下のことが言える．
１． 祈りは，スピリチュアリティおよび宗教性に導
かれて捧げられる，スピリチュアリティおよび
宗教性の表現である．
２． 祈りは，超越者との関わりであるがゆえに，手
段に終わらずそれ自体が目的である．
３． 祈りには，言葉にさえならない心の深淵が含ま
れるが，超越者にそれを向けるとき，働く力が
ある．それがスピリチュアリティの持つ力であ
る．
４． 祈りの実践は，スピリチュアリティの働きを解
放し，それの働く場を与える．
　なお，祈りとスピリチュアリティの理解に関して，
今回は宗教的な側面としてはキリスト教の例のみを
考察の対象とした．この点は本研究の限界である．
今後理解を深めるためには，宗教学的な，あるいは
他宗教の見地からのアプローチが望ましい．さらに，
ケアの現場における祈りの実践をめぐる事例や意識
調査なども，祈りの現実的な影響やススピリチュア
リティとの関連性を考察するうえで，重要である．
より個人的な文脈のなかでの祈りとスピリチュアリ
ティの関わりも，今後の研究の課題としたい．
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注
†1） 朝日新聞に限定しても，2017年の朝刊および夕刊において「祈るしかない」は12件，「祈るような思いで」という
表現は2件の記事に使用されていた．
†2） なお，Heiler23）は祈りを，1. 呼びかけ，2. 訴えと問い掛け，3. 懇願，4. 執り成し，5. 犠牲，犠牲の定型句と誓い，6. 説
得の手段，7. 依存感情・確信・服従の表明，8. 感謝，の八つの側面から説明している．
†3） これらの方法は固定化されておらず多様であり，明瞭に区別され難い側面を持つ．Fox30）によれば，センタリン
グは軽く閉眼し，リラックスして，神の存在を調和的に感じながら，心に気づきや穏やかさをもたらそうとする．
また，越川31）によると，マインドフルネスもリラックスした状態で自身の内側に注意を向け，自身の感覚や思考
に気付き，手放すことにより，囚われからの解放を目指すものである．いずれも静けさのなかでの自己観察と気
づきが重要な要素である．
†4）近年の研究については，Paine35）の先行研究への言及が詳しい．
†5）新共同訳聖書では46章11節に位置し，「力を捨てよ，知れ　わたしは神」と訳されている．
†6） 島薗42）は，「スピリチュアリティ」と「宗教」について，「別々のものであるわけではない」と述べ，前者は「聖
なる者との関わり」をめぐってシステムの側面から，後者はそれを個人の経験や資質，特性の面から見ているの
だと説明している．
†7）「人間であること，というよりはむしろ人間になることは『宗教的』であることを意味する．」
†8）ただしこの結果は複雑で，彼はそれが，宗教の複雑で多次元的な性質に帰せられると説明をしている．
†9） たとえば，「主の祈り」において，イエスは「パン」を乞い求めることも弟子たちに教えている．このパンは，単
に物質的なものでなく終末論的にも理解し得るが，文脈からは，眼前の具体的な食糧という意味にとらえるほう
が自然なようである．
†10） Heiler23）もまた，素朴な人々の捧げる即物的な懇願の祈りをめぐって，そこに利己性が顕著であることを指摘し
ながら，生の力強さも表れていることを指摘する．
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Abstract
　We examined the relationship between prayer and spirituality while confirming the religious ideas of Christianity. 
Concerning prayer, we approached the contents from the five aspects of Petition, Confession, Intercession, Praise 
and Thanksgiving, and Adoration. In addition, we discussed the views of two researchers who are practitioners 
about how to give care in consideration of spirituality, and then examined the way of praying in the relationship. As 
a result, the following was clarified. 1. Prayer is an expression of spirituality and religiousness dedicated and guided 
by spirituality and religiousity. 2. Because prayer is a relationship with the transcendent, it is itself the goal, not a 
means. 3. Prayer includes the abyss of the unspeakable mind, but when you turn it towards the transcendent, you 
have power. That is the power of spirituality. 4. The practice of prayer will release the work of spirituality and give 
it a place to work.
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